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229　　　 低出生体重児 の 神経学的 後遺症合併例

に お ける 周産期 ・新生 児因予 に 関す る 前方視的検

討

230　　　　 Light−for−date児 に おけ る胎児脳底

動脈 ・中大 脳 動 脈 血 流 波 形 の 胎 児仮死及 び 神経学

的予後と の 関連 に っ い て の 検討
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［目的」低出生 体重児 に お ける 神経学 的後遺症発

生 の 背景を明確 に する た め に
， そ の 周産期因イ

．・

新生児合併症を検討す る ．　「方法］】989年 8月よ り

1992年12月 まで の 期問に管理 しえた出 生体重2，5（X）g

未満児 の うち，胎児超音波計測 （妊娠8　
一一12週）また

は Ba［lard法 （妊娠週数±2週以 内）に よ り在胎 期間が

判定 された症例 （n
＝252）を対象と した．多胎児，大

奇形 ・染色体異常 合併例，退院後脳炎罹患例お よ

び SIDS例 は 除外 した．対 象の うち，修正月齢 24以

後 まで 前方視的に 観察可能で あ っ た症例 を，神経

学 的後遺症合併群 （後遺症群） と非後遺症群 とに 分

け，周産期因 子 ・新生 児 合併症 に つ き比 較検 討 し

た ．有意差検定は X　
i．test，　 Welch

’
s　t−test に よ っ た ．

［成績］対象症例 252例 （1，5〔｝Og未 i荷 8〔H列，1，500g
〜

　1，999971 例，2，000g以 L101 例）の うち，24 ヵ 月

以 ．ヒの 観察可能例は 140例（川頁に44，43，53例1うちSGA

H ，17，22例）で ，フ ォ ロ
ー

ア ッ プ率は55．6％ で あ・
丿 た．

後遺症群は 15例 （IC〕．7％，脳性麻痺IO例1精神発達遅

滞 lI例 1て んかん 6例 ）で ，その 在胎 週数 は 29．6± 3．4

週（Mean± SD，非後遺症群 33、7土3．9，　 p＜O．OO　I），出

生体重は 1，230土 389g （同1，759±491 ，　 p〈O．OO ］） で

あ り，13例が AGA （1，500g 未満 II例，　 1．562g ，　1，587g），

2例 が SGA （700g，2，156g）で あ っ た．後遺症群に 2例

の 脳室周囲自質軟 化症（PVL ， 非後 遺症 群 1例 ， p〈

0，〔｝5）を認め たも の の ，母体産科 ・内科合併症，胎

児 発育遅 滞，胎児 ・新生児仮死，呼吸窮迫症候群，

動脈管開存症 ，慢性肺疾患 ，頭蓋 内 tl　 IflLな ど の 頻

度に 群問差を認め なか っ た．

［結論］SGA 児 の 後遺症 合併頻度 はAGA 児 に比 し

て 高 くなか っ た．神経学 的予 後向上 に は PVL の 関 与

も考慮 し，胎児 ・新生児循 環動態 の 詳細 な観 察が

必要 と思 わ れ た ．

［目的］Llght−for−date児に お い て 胎 児脳底 動脈及

び中大脳動脈血 流波形が、胎児 仮死 及 び 出 生後 の

神経 学的予後を推測する指標 と な り得 る か 否 か 検

討す る 。 ［方 法］対象 は、平成 5年 8月〜7年 7月 に 当

院 で 出生 した light−for−date児 17例 。 分娩前 7日

以 内に胎児脳 底動脈resistance 　 index（BARI）及 び

中大脳動脈 resistance 　 index（MCARl）計測を施行 。

血流波形異常 群 と正常群 と に お い て 、CTG上 の胎児

仮死 の 頻度 （x2 検定）及 び出生時臍帯動脈血液ガス

所見 （Wi】COxon 検定）、ま た 神経 学的予後 （頭部画像

診断、脳波、developmental　 milestone 、脳 性麻痺

（CP）や 知能 障害 （MR）の 有無な ど）に っ き 比較検討 し

た。［成績］  CTG上 の 胎児仮死 ；BAftlと は accuracy

O．882、Pく0．0】で 有意の 関連を認めた。　 HCARIとは

accuracy 　O．588で 有意の 関連 を 認め な か っ た。

  臍 帯動脈Po， （mmHg ）；血 流波形 異常群 を3群 （A群 ：

BARIの み低値、　 B群 ：MCARIの み 低値 、
　 C群 ：BARI ・

MCARIと も に 低 値）に 分類す る と、　 BARI異常群 （A・ C

群）で は Po29．6と正常 群の 23．1に 比 べ 有 意 に 低 く、

特に C群で は 9．0と極め て 低値で あ っ た 。 MCARI異常

群 （B＋C群）で も IL6 と有意 に 低 値 で あ っ た が 、　 B群

で は 16．8と有意差 を認め な か っ た。  臍帯動脈 PH

及び Pco・ ；各群間 で 有意差を認 めなか っ た。  神経

学 的 予 後 ；C群 に お い て 、MRI 例、尾状 核部嚢状変

化
・
脳波異常 か ら CPが予想 され るも の 1例、及び軽

度 脳 波異常 1例 を 認め た 。 他 の群 では出生 後発達

段階の遅延 は認め なか っ た 。

［結論ユLight−for−date児 に お い て、胎 児脳 血 流波

形 （特 に BARI）は胎 児低酸素状態 と相関 し、　 BAR卜

MCARIの 両 者 が 低 値 の 症 例 で は 出生 後 の 神経学 的予

後が不 良で ある 可 能性 が 示唆 さ れ た 。
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